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01 ≦≦x のとき 110 ≦≦ x であるから xx xeexxf   1)1()(  

0,01  xx ee であり、 0,01 ≧≧ xx  であるから 0)( ≧xf   

したがって、 )(xf は 01 ≦≦x において単調増加であるから )0()()1( fxff ≦≦  (証明終) 

 

(2) 

1≦x のとき    exeexxeexeexxf xxxx   )1()1()1()( 1  

x≦0 のとき    1)1()1()1()( 111   xeeexxexeexxf xxxx  

 

)(xf の増減は右の通り。 
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